
玉名市民会館でピアノ発表会
を開催しました。
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　7月27日に玉名市民会館にてピアノ発表会を開催しました。この日は年に一度の市民会館を借りて
の前期ピアノ試験。ピアノは世界の最高峰とも言える憧れのスタインウェイのピアノを借りて演奏
しました。保護者の皆様やご友人の方々にもお越しいただき、大盛況の発表会となりました。
　次回は12月13日（土）に専門学校にて後期ピアノ発表会を開催予定です。又のお越しをお待ちし
ております。

9月の行事予定
8日～11日　レポート提出日
13日　科目終了試験
20日　オープンキャンパス・保護者会
29日　後期講義開始

3・4年生実習中
　8月25日からこども学科3年生は最
後の保育実習。幼児教育学科4年生は
9月1日から最後の教育実習に臨んで
います。これまでの学びを胸に、そ
れぞれが保育や教育の現場で、子ど
もたちと向き合いながら成長を重ね
ています。現場での経験は、教室で
は得られない貴重な学びの連続で
す。
　保護者の皆さまには、学生たちが
安心して実習に取り組めるよう、日
頃より多くのご理解とご協力をいた
だき感謝申し上げます。学生たちが
未来の保育者・教育者として大きく
羽ばたけるよう、引き続き温かい応
援をお願いいたします。



　専各連スポーツ大会に出場します。
　まだまだ残暑が厳しいですが、季節はいよいよスポーツの秋！日総からは卓球男子個人・バトミ

ントン女子個人・バドミントン男子団体の3つの競技に出場します。一昨年はバドミントンで九州大

会出場も果たしました！

みなさん当日は是非会場に足を運んで応援してください！みんなのエールで目指せ勝利！！！

卓球男子個人　熊本市総合体育館　9月23日12：30～

バドミントン女子個人　熊本県民総合運動公園　9月23日9：30～

バドミントン男子団体　熊本市総合体育館　9月15日13：30～

学生自治会でBBQ

　この夏は、全国各地４０度を超える状況で、農家の方々の互いのあいさつも「なかなか雨降らん

ね」が定番となってしまうほど、雨の降らない暑さが続いていた。しかし一転して先の８月１１日

から１２日にかけて降った大雨は線状降水帯が停滞して３時間に２２３ｍｍの降水を観測。これま

での観測史上１位の１６０ｍｍを大きく上回り県内外に甚大な被害をもたらしてしまった。

 植木の自宅から玉名まで通勤していても未だに土砂が入り込んだ店舗・家屋等懸命に復旧作業され

ている姿を見かける。そんな中、本学園のおおくらの森こども園の土砂崩れの被害は甚大で人的被

害がなかったことに胸をなで下ろすと共に道路から見るその状況には改めて唖然とさせられる。

 　振り返ると、あの熊本地震。あの時、被害が特に深刻だった益城町は現在、道路の４車線化も進

み、見事な町並が出来つつある。あの地震の後、当時の蒲島知事と御厨東大名誉教授の対談内容が

残っている。対談のテーマは「逆境の中にこそ夢がある。創造的復興へ」である。対談内容の実現

に向け現在も復興は進行中である。

 　身近に本校関係では、おおくらの森で活動されていた子育て支援センター「ログさんち」が現在

本校の一室で開設。赤ちゃんの笑顔で今心をひとつに、本学園も創造的復興に向け第一歩を踏み出

しはじめた。

校長室の窓から
創造的復興 文責：髙木

　7月31日、学生自治会主催のBBQを開催しまし

た。夏らしい青空の下、クラスや学年を越えて多

くの学生が参加し、炭火を囲んでお肉や野菜を焼

きながら楽しい時間を過ごしました。普段は授業

や実習で忙しい学生たちも、この日は仲間と語ら

い、笑顔あふれるひとときとなりました。準備や

会場設営、食材の手配などは自治会メンバーが中

心となって行い、皆で協力しながら安全でスムー

ズな運営を実現。

　こうした行事は学生同士の絆を深めるだけでな

く、主体的に計画・実行する力を育む機会にもな

っています。学校生活をより豊かにする学生自治

会の活動に、今後も期待が高まります。


